
屋
代
遺
跡
群
出
土
煮
沸
具
の
胎
土
分
析

（上
）

分
析
資
料
と
そ
の
概
要

は

じ

め

に

千
曲
市
屋
代
遺
跡
群
は
長
野
盆
地
の
南
、
千
曲
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
広
が
る
遺
跡
で
あ

る
。
縄
文
時
代
中
期
に
は
前
葉
と
後
葉
に
、
弥
生
時
代
後
期
以
降
は
中
世
ま
で
、
集
落
が
営
ま

れ
た
。
ま
た
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
時
期
に
も
焼
土
跡
や
遺
物
集
中
、
水
田
や
畠
な
ど

が
み
ら
れ
、
縄
文
時
代
以
降
こ
の
地
が
連
綿
と
地
域
の
人
び
と
に
利
用
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

今
回
は
、
出
土
し
た
土
器
の
う
ち
煮
沸
具
を
中
心
に
岩
石
学
的
手
法
で
胎
土
分
析
を
お
こ
な

い
、
屋
代
遺
跡
群
に
住
ん
だ
人
び
と
の
土
器
製
作
の
実
態
に
科
学
的
に
迫

っ
て
み
た
い
。
本
稿

（上
）
で
は
分
析
試
料
の
紹
介
と
胎
土
の
概
要
、
別
稿

（下
）
で
は
定
量
的
な
分
析
結
果
の
提
示

を
お
こ
な
う
。

一　

胎
土
分
析
の
目
的

本
稿
で
の
胎
土
分
析
に
は
二

つ
の
大
き
な
目
的
が
あ
る
。　
一
つ
目
は
胎
土
分
析
の
方
法
論
上

の
目
的
、
二

つ
目
は
粘
土
採
集
地
の
文
化
的
連
続
性
の
検
証
で
あ
る
。

１
　
土
器
の
胎
土
分
析
に
お
け
る
方
法
論
上
の
目
的

土
器
の
胎
土
分
析
で
は
ま
ず
分
析
、
そ
し
て
そ
の
結
果
を
受
け
て
も
の
や
人
の
動
き
の
解
釈

を
お
こ
な
う
、
と
い
う
二

つ
の
段
階
を
踏
む
。
そ
の

一
例
は
、
次
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
。

・
分
析
し
た
土
器

（在
地
型
式
）
の
胎
土
が

「
在
地
胎
土
」

に
合
致
す
れ
ば
そ
の
土
器
は

「
在
地
製
作
」
で
あ
る
。

水

沢

教

・
分
析
し
た
土
器

（在
地
外
型
式
）
の
胎
土
が

「
在
地
胎
土
」

に
合
致
し
な
け
れ
ば

「
搬
入

品
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
解
釈
の
根
拠
が

「
在
地
胎
土
」
か
否
か
に
あ
る
た
め
、
「在
地
胎
土
」
の
基

準
が
い
か
に
明
確
化
さ
れ
る
か
が
分
析
の
結
果
を
大
き
く
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
従
来
の
胎
土
分
析
で

「在
地
胎
土
」
と
は
、
通
常
以
下
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
し
た

土
器
の
胎
土

（
こ
こ
で
は
砂
、
つ
ま
り
岩
石

ｏ
鉱
物
の
組
成
を
指
す
）
と
定
義
さ
れ
て
き
た
。

①
遺
跡
を
含
む
周
辺
の
地
質
構
成
物
由
来
の
素
地
土
で
土
器
を
作

っ
た
場
合
に
矛
盾

し
な
い
胎
土

（岩
石
・
鉱
物
組
成
）。

②
遺
跡
周
辺
の
川
砂
や
遺
跡
周
辺
に
飛
来
し
た
火
山
灰
の
組
成
と
矛
盾
し
な
い
胎
土
。

①
の
判
別
の
前
提
は
、
粘
土
を
採
取
す
る
際
に
混
じ
る
砂
は
周
辺
の
地
質
を
反
映
し
、
仮
に

混
和
材
と
し
て
人
為
的
に
入
れ
ら
れ
る
と
し
て
も
そ
れ
が
周
辺
の
露
頭
か
ら
採
取
し
た
岩
石
を

砕
い
た
も
の
で
あ
れ
ば
周
辺
の
地
質
を
反
映
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
注
意
を
要
す
る

の
は
、
周
辺
の
地
質
は
表
層
地
質
図
に
よ

っ
て
あ
る
程
度
明
確
だ
が
、
個
別
の
追
跡
調
査
が
必

要
な
場
合
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

遺
跡

の
立
地
す
る
場
所
が
河
川
の
さ
ま
ざ
ま
な
堆
積
物
が
混
ざ

っ
た
沖
積
層
で
あ
る
場
合
や

テ
フ
ラ
が
周
辺
に
降
下
し
て
い
る
場
合
は
②
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
両
者
と
も
に

遺
跡
の
立
地
や
周
辺
の
地
質
と
い
っ
た
地
理
的
な
要
因
に
よ
っ
て
推
測
さ
れ
る

「
在
地
胎
土
」

で
あ
る
。
当
然
両
者
は
分
析
の
根
幹
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に
加
え
て
古
代
の
人
び
と
の
行
動
と

い
う
側
面
か
ら
在
地
が
捉
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
も
し
あ
る
地
域
で
土
器
が
作
り

続
け
ら
れ
る
と
し
た
場
合
、
時
代
を
越
え
て
存
在
し
、
普
遍
的
な
胎
土
の

一
部
に
そ
の
地
域
の

「
在
地
胎
土
」
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
は
し
ま
い
か
。
そ
の
よ
う
な
胎
土
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、

屋代遺跡群出土煮沸具の胎土分析 (上 )
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通
時
的
な
分
析
例
が
乏
し
い
現
状
で
は
そ
れ
す
ら
不
明
瞭
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
屋
代
遺

跡
群
で
普
遍
的
に
使
わ
れ
て
い
る
胎
土
が
ど
の
よ
う
な
鉱
物
組
成
で
あ
る
の
か
を
把
握
す
る
た

め
に
、
交
易
な
ど
で
動
く
こ
と
が
も

っ
と
も
少
な
く
、
か

つ
破
損
度
が
高
い
た
め
に
多
量
に
生

産
さ
れ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
器
種
を
分
析
対
象
と
し
て
選
択
し
、
通
時
的
な
胎
土
分
析
を
試

み
る
こ
と
に
し
た
。

２
　
粘
土
採
集
地
の
連
続
性
の
検
証

縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
に
か
け
て
、
汎
日
本
的
な
レ
ベ
ル
で
の
人
び
と
の
移
動
や
移
住
、

文
化
の
交
流
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
特
に
縄
文
時
代
晩
期
の
西
日
本
で
の
人
口
減
少
と
弥
生
時

代
の
爆
発
的
増
加
や
、
形
質
人
類
学
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
な
ど
か
ら
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か

け
て
中
国
南
部
や
朝
鮮
半
島
な
ど
か
ら
人
が
大
量
に
渡
来
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
出
土
人
骨
は
通
時
的
に
形
質
を
辿
る
の
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
土
や
石
な
ど
の

無
機
物
を
素
材
と
す
る
工
芸
技
術
は
、
表
面
的
に
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
文
化
の
奥
に
潜

ん
だ
技
術
の
継
続
性
を
探
る
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
玉
の
採
掘
か
ら
製
作
、
漆

製
品
の
製
作
、
そ
し
て
焼
き
物
、
と
り
わ
け
土
器
の
製
作
な
ど
で
あ
る
。
特
に
土
器
づ
く
り
は

素
材
の
産
地
、
土
の
調
合
方
法
、
成
形

。
調
整
方
法
、
文
様
施
文
や
焼
成
方
法
と
い
っ
た
各
種

の
情
報
の
蓄
積
が
不
可
欠
の
作
業
で
、
か

つ
そ
れ
が
世
代
を
越
え
て
大
切
に
伝
え
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
古
代
人
も
情
報
の
蓄
積
の
中
に
生
き
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
現
代
に
誇

れ
る
焼
き
物
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
土
器
は
、
縄
文
土
器
、
弥

生
土
器
、
土
師
器
と
少
し
ず

つ
変
化
し
て
も
、
粘
土
を
採
集
す
る
と
い
う
最
初
の
段
階
が
で
き

あ
が
り
の
善
し
悪
し
を
大
き
く
分
け
る
鍵
を
握

っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
は
そ

の
地
域
に
根
ざ
し
た
も

っ
と
も
根
本
的
情
報
と
も
い
え
よ
う
。
よ
り
高
温
で
土
器
を
焼
く
た
め

に
、
あ
る
い
は
焼
成
の
途
中
で
割
れ
な
い
よ
う
に
、
人
び
と
は
絶
え
ず
土
に
対
す
る
工
夫
を
重

ね
た
こ
と
だ
ろ
う
。
あ
る
遺
跡

（
台
乙

か
ら
出
土
す
る
土
器
か
ら
推
測
さ
れ
る
粘
土
採
取
地

は
、
時
代
を
越
え
て
同
じ
場
所
を
居
住
の
場
と
し
て
選
択
し
た
人
び
と
の
、
文
化
の
連
続
と
断

絶
の
実
態
を
探
る
手
段
に
な
り
は
し
な
い
か
。

あ
る

「
ム
ラ
」
と
い
う
定
点
を
設
置
し
た
と
き
、
そ
こ
に
住
ん
だ
人
び
と
の
土
器
づ
く
り
の

情
報
が
世
代
を
越
え
て
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
断
絶
は
あ
る
の
か
、

通
時
的
な
分
析
で
な
ん
ら
か
の
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
訳
で
あ
る
。

二
　
胎
土
分
析
の
試
料
と
方
法

１
　
分
析
試
料

屋
代
遺
跡
群
出
土
土
器
薄
片
の
う
ち
、
縄
文
中
期
前
葉
か
ら

一
〇
世
紀
末
～

一
一
世
紀
ま
で

の
煮
沸
具
を
中
心
に

一
六
六
点
を
選
択
し
て
顕
微
鏡
観
察
し
た

（表
２
）。
煮
沸
具
を
選
択
し

た
理
由
は
、
も

っ
と
も
通
時
的
に
普
遍
的
な
食
物
調
理
に
直
接
的
に
か
か
わ
る
器
種
で
あ
り
、

加
熱
に
よ
る
頻
繁
な
破
損
か
ら
大
量
製
作

。
消
費
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
在
地
で
製
作
す

る
傾
向
が
強
い
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
。
縄
文
土
器
で
は
深
鉢
形
土
器
、
弥
生
土
器

。
土

師
器
で
は
甕
形
土
器
を
対
象
と
し
た

（図
１
～
図
６
）。
表
１
に
は
分
析
試
料
の
報
告
書
で
の
掲

載
番
号
、
出
土
地
、
土
器
型
式
等
な
ら
び
に
屋
代
遺
跡
群

の
報
告
書
各
編
に
記
載
さ
れ
た
時
期

を
記
載
し
た
。

２
　
分
析
の
方
法

①
　
薄
片
の
製
作

土
器
の

一
部
を
口
縁
に
垂
直
方
向
に
二
～
五
が
肪
程
度
の
厚
さ
に
ス
ラ
イ
ス
し
、
全
体
を

エ

ポ
キ
シ
樹
脂
に
埋
め
込
ん
で
チ
ッ
プ
を
作
る
。
こ
の
チ
ッ
プ
を
平
滑
に
研
磨
し
た
後
、
ス
ラ
イ

ド
グ
ラ
ス
に
貼
り
付
け
る
。
反
対
側
を
二
次
的
に
切
断
し
、
厚
さ
Ｏ
ｏＯ
ニ
バ‐肪
程
度
に
な
る

ま
で
磨
き
、
薄
片
を
完
成
さ
せ
る
。
充
填
や
各
種
貼
り
付
け
に
用
い
た
樹
脂
は
い
ず
れ
も
ペ
ト

ロ
ポ
キ
シ
‐５４
で
あ
る
。

Ｏ
　
薄
片
の
観
察

薄
片
を
オ
リ
ン
パ
ス
製
の
偏
光
顕
微
鏡
Ｂ
Ｈ
２
も
し
く
は
Ｂ
Ｘ
５‐
で
観
察
す
る
。
観
察
方

法
は
基
本
的
に
オ
ル
ソ
ス
コ
ー
プ
で
、
無
色
鉱
物
の
認
定
の
際
に
は
コ
ノ
ス
コ
ー
プ
を
用
い
た
。
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図 1 縄文中期前葉土器
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図 2-1 縄文中期後葉土器 (1)
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00

図 2-2 縄文中期後葉土器 (2)
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4平W48

ま
た
、
鉱
物
名
の
決
定
根
拠
は
、
単

ニ
コ
ル
観
察
で
は
多
色
性

。
男
開
の
状
況

・
ベ
ッ
ケ
線

を
用
い
た
屈
折
率
の
推
定
で
、
直
交

ニ
コ
ル
で
は
干
渉
色

。
双
晶

ｏ
累
帯
構
造

・
消
光
角

ｏ
伸

長
の
正
負
と
し
た
。

同
定
さ
れ
た
岩
石
と
鉱
物
の
組
み
合
わ
せ
と
量
比
、
大
き
さ
の
傾
向
か
ら
分
類
を
お
こ
な

っ

た
。
今
回
は
分
類
の
概
略
を
提
示
し
、
結
果
の
細
部
と
代
表
的
な
試
料
の
ポ
イ
ン
ト
カ
ウ
ン
テ
ィ

ン
グ
結
果
は
別
稿
で
公
表
し
た
い
。

〓
一　
胎
土
分
析
の
結
果

１
　
粘
土
産
地
の
情
報

土
器
の
胎
土
に
入

っ
て
い
た
岩
石

・
鉱
物
の
由
来
の
推
論
を
進
め
る
た
め
に
、
今
回
は
周
辺

地
域
の
地
質
図
の
検
討
に
加
え
、
遺
跡
周
辺
で
採
取
し
た
岩
石

。
粘
土
、
松
代
焼
等
に
つ
い
て

の
調
査
を
実
施
し
た
。
胎
土
分
類
の
記
述
に
先
立

っ
て
、
若
干
の
解
説
を
お
こ
な
う
。
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図5-2 古墳時代土師器 (2)
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石英 11.4%

石英口

圏

日

■

■

■

□

一

不明 11.4%

斜長石

黒雲母

粘土鉱物

鉄鉱類

不明

マトリックス

図 7 千曲市生萱地区採集粘土の組成

①
　
遺
跡
周
辺
で
採
取
し
た
岩
石

・
粘
上
情
報

屋
代
遺
跡
群
の
東
方
約
二
●
」
の
地
点
に
は
縄
文
中
期
後
葉
の
敷
石
住
居
の
石
材
と
同
様
の

閃
緑
岩
の
露
頭
で
知
ら
れ
る
千
曲
市
生
菅
地
区
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
肉
眼
観
察
で
も
黒
雲
母
が

非
常
に
目
立

つ
粘
上
が
産
出
す
る
。
こ
の
粘
土
の
任
意
の
部
分
を
固
め
て
薄
片
を
作
り
、
偏
光

顕
微
鏡

で
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
斜
長
石

・
黒
雲
母

・
石
英
が
比
較
的
多
い
が

（写
真
１
・
図
７
）

輝
石
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
解

っ
た
。
千
曲
川
右
岸
の
屋
代
遺
跡
群
周
辺
で
は
こ
の
ほ
か

に
長
野
県
立
歴
史
館
建
設
の
た
め
の
発
掘
調
査
を
お
こ
な

っ
た
折
り
に
瓦
用
粘
上
の
採
掘
坑
が

発
見
さ
れ
た
り
、
東
小
学
校
付
近
の
水
田
ド
で
も
瓦
用
粘
上
の
採
掘
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と

い
っ
た
証
言
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
採
集
と
組
成
の
検
討
は
今
後
順
次
実
施
し
た
い
。

ω
　
松
代
焼
の
粘
十

松
代
焼
は
江
戸
時
代
後
期
に
松
代
藩
の
地
域
産
業
振
興
策
の

一
環
と
し
て
製
作
が
開
始
さ
れ

た
い
わ
ゆ
る
施
釉
陶
器
で
あ
る
。
松
代
東
条
を
中
心
に
多
く
の
窯
が
営
ま
れ
、
粘
土
や
焼
成
方

法
が
工
夫
さ
れ
て
き
た
。
特
に
千
二
百
度
の
高
温
に
耐
え
る
た
め
の
良
質
な
粘
土
や
粘
土
同
士

の
調
合
を
必
要
と
し
た
。
昭
和
に
な

っ
て
か
ら
発
見
さ
れ
た

「
八
田
家
文
書
」
に
は
松
代
焼
の

原
料
と
な
る
粘
上
産
地
に
つ
い
て
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば

「
文
政
五
年
七
月
三
日
竃
焚

諸
調
御
書
上
帳
」
に
は
千
曲
川
右
岸
で
は
松
代
東
条
地
区
の

「立
石
山
土
」
、
左
岸
の

「
柳
沢

村
土
」
、
「有
旅
村
土
」
、
「
岡
田
村
山
土
」
、
「
郡
村
土
」
、
「
小
松
原
村
土
」
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら

の
地
域
か
ら
良
質
な
粘
土
が
産
出
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
の
ち
に
松
代
焼
を
研
究
復
興
し
た
占

川
元
三
郎
も
踏
査
に
よ

っ
て
松
代
地
区
に
複
数
の
粘
土
産
地
を
発
見
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
ほ

か
千
曲
市
雨
宮
な
ど
千
曲
川
右
岸
地
域
に
も
松
代
焼
の
窯
が
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
粘
土
産

地
等
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

③
　
須
恵
器
の
窯
の
立
地

須
恵
器
は
古
墳
時
代
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
窯
に
よ
る
高
温
焼
成
の
焼
き
物
で
あ
る
。
製
作

技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
粘
土
、
薪
な
ど
の
材
料
と
で
き
あ
が

っ
た
製
品
を
消
費
地

へ
運
ぶ

交
通
の
利
便
性
な
ど
の
条
件
に
合
致
し
た
場
所
に
窯
が
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
屋
代
遺

跡
群
近
隣
で
も

っ
と
も
早
く
現
れ
た
の
が
、
聖
山
高
原
東
麓
古
窯
址
群
で
あ
る
。
六
世
紀
初
め

に
は
松

ノ
山
窯
で
、
そ
の
後
平
安
時
代
に
至
る
ま
で
上
日
向
二
号
窯
が
営
ま
れ
た
。
同
じ
く
千

写真 1 千曲市生萱地区採集粘土の偏光顕微鏡写真 直交ニコル×23
マ トリックス

99419イ

写真 2 裾花凝灰岩 (水冷破砕岩)中の石英の偏光顕微鏡写真
直交ニコル×23
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曲
川
左
岸
に
は
戸
倉

（千
曲
川
左
岸
）
古
窯
址
群
が
、
右
岸
に
は
松
代
古
窯
址
群
の
天
王
山
古

窯
址
が
営
ま
れ
た
。

２
　
土
器
胎
土
の
傾
向

今
回
抽
出
し
た
屋
代
遺
跡
群
の
焼
き
物
の
胎
土
は
五
群
に
大
別
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
は
二
三

通
り
に
仮
細
分
さ
れ
た

（表
３
）。
各
群
の
概
略
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

α
　
Ｉ
群
の
胎
土

胎
土
の
特
徴
　
石
英
、
斜
長
石
が
主
体
を
占
め
る
も
の
を
大
き
く
Ｉ
群
と
し
た
。
こ
の
う
ち
、

長
径

一
パ‐肪
を
越
え
る
も
の
を
含
み
、
割
れ
目
が
顕
著
な
石
英
が
多
数
み
ら
れ
る
も
の
を
１
類
、

同
じ
く
石
英
が
斜
長
石
よ
り
も
相
対
的
に
多
い
が
長
径
〇
・五
ゲ
肪
未
満
が
主
体
を
占
め
る
の

も
の
を
２
類
、
斜
長
石
が
石
英
よ
り
多
く
、
輝
石
を
多
く
含
む
も
の
を
３
類
と
し
た
。
こ
れ
に

伴

っ
て
岩
石
は
、
１
類
が
流
紋
岩
、
２
類
が
流
紋
岩
と
安
山
岩
、
３
類
は
安
山
岩
主
体
と
な
り
、

特
に
３
ｂ
類
は
含
有
さ
れ
る
砂
全
体
に
占
め
る
岩
石
の
割
合
が
非
常
に
高
い
。
ｌ

ａ
。
ｌ
ｂ
類

の
石
英

・
斜
長
石
に
入

っ
た
ひ
び
は
、
裾
花
凝
灰
岩

（裾
花
水
冷
破
砕
山し

に
伴
う
水
冷
割
れ
目

と
考
え
ら
れ
る
。
２

ａ
類
も
石
英
の
割
れ
目
こ
そ
が
少
な
い
が
、
流
紋
岩
質
火
山
岩
の
発
泡

し
た
部
分

（凝
灰
岩
片
）
や
黒
曜
岩
を
含
む
こ
と
は
、
表
１
の
裾
花
凝
灰
岩
の
構
成
要
素
に
矛

盾
し
な
い
。

裾
花
凝
灰
岩
は
場
所
に
よ

っ
て
石
英
や
斜
長
石
、
黒
雲
母
の
量
が
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
輝

石
の
記
述
は
な
い
。
長
野
市
篠
ノ
井
小
松
原
の
中
尾
山
温
泉
裏
の
露
頭
か
ら
採
取
し
た
裾
花
凝

灰
岩
片
に
も
水
冷
割
れ
日
の
顕
著
な
石
英
が
多
数
観
察
さ
れ
る
が
、
輝
石
は
み
ら
れ
な
か

っ
た

（写
真
２
）。

Ｉ
群
３
類
は
、
斜
長
石
が
石
英
を
上
ま
わ
り
、
さ
ら
に
輝
石
が
多
い
傾
向
が
あ
る
。
岩
石
も

流
紋
岩
よ
り
は
斑
晶
鉱
物
に
輝
石
を
含
む
安
山
岩
が
目
立

つ
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
れ
ら
は
他
の

裾
花
凝
灰
岩
起
源
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
外
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
千
曲
川
右
岸
の
河
東
山
地
に

は
奇
妙
山
火
山
岩

（奇
妙
火
山
岩
、
柴
石
火
山
岩
、
尼
厳
火
山
岩
、
東
条
火
山
岩
、
清
滝
火
山
岩
）
や

皆
神
山
火
山
岩
、
輝
石
安
山
岩
質
凝
灰
岩
や
溶
岩
か
ら
な
る
別
所
層
が
分
布
し
、
千
曲
川
左
岸

に
も
裾
花
凝
灰
岩
を
不
整
合
に
覆
う
桑
原
火
山
岩
、
さ
ら
に
こ
れ
を
不
整
合
に
覆
う
聖
山
安
山

屋代遺跡群出土煮沸具の胎土分析 (上 )

表 1 裾花凝灰岩の特徴

者著 年度 岩  石  名 成構

河内晋平 黒雲母流紋岩

(サニディン・角閃石)石基 :ガラス。下部層は凝灰岩の構
黒曜岩、パーライトを伴う。上部層には発泡した凝灰岩が卓

斑晶 :斜長石>黒雲母>
成粒子の大半が破片状。
越する。

加藤碩一・

赤羽貞幸

流紋岩デイサイト

質の凝灰岩 (軽石

凝灰岩やガラス質

凝灰岩)を主とし、
火山礫凝灰岩・凝

灰角礫岩・火山角

礫岩を一部挟む

溶岩の岩質は全て

ガラス質流紋岩の

黒曜岩 。真珠岩・

松脂岩などからな

る。

下
部
層
模
式
地
の
岩
相

小市デイサイト凝灰岩層 :デイサイト質凝灰岩・火山礫凝灰岩で、黒雲母をまれに含
む。

小松原層状凝灰岩層 :全体に黒雲母を含む。黒曜岩、松脂岩、真珠岩含む。

犀沢軽石凝灰岩層 :軽石凝灰岩・ガラス質凝灰岩で多量に黒雲母を含む。

中尾山流紋岩溶岩 :真珠岩、松脂岩、黒曜岩溶岩。黒雲母を含まないが稀に角閃石を

含む。

滝沢デイサイト質凝灰岩層 :流紋岩、軽石質流紋岩を含む凝灰岩。まれに黒雲母。

新橋軽石凝灰岩 :黄色の軽石凝灰岩。軽石・黒雲母を含む。

花上凝灰角礫岩 :下部はガラス質流紋岩を挟む凝灰角礫岩、火山角礫岩からなる。全

体に黒雲母を含む。

梨久保砂岩礫岩層 :塊状砂岩・礫岩・シルト岩からなり、基底付近には小礫～中礫の流

紋岩・ひん岩・石英閃緑岩・安山岩・玄武岩・チャート・粘板岩から構成される礫層。

余
臼
山
以
南
の
様
相

篠ノ井石川周辺～四野宮、長谷寺 :下位に真珠岩溶岩、層状の細粒凝灰岩、中部に凝
灰岩、真珠岩溶岩、黒雲母を多く含む軽石凝灰岩。稲荷山西部の小坂山周辺 :黒雲母
と石英の目立つ流紋岩溶岩。稲荷山小学校西～嫉捨地域 :黒雲母を殆ど含まない石英
の目立つ流紋岩。更埴市小坂の西・郡・大雲寺池南 :有色鉱物を含まない流紋岩。

飯島南海夫

・斉藤豊

流紋岩質凝灰岩・

流紋岩質凝灰角礫

岩・流紋岩溶岩

斑晶 :石英・斜長石・黒雲母、ときに角閃石。石基 :流状構造、緻密な真珠岩、
岩。上部には斜長石の斑晶が比較的多い。角閃石も多く、石英安山岩質となる。
部は砂質凝灰岩。

香

上

松

最

イθ



表 2 胎土分析資料一覧 (時代順)
胎  土
分析NQ
報告書

放
号
凶
番
遺構名

掲

号

版

番

図

載
時 期 土器型式等 胎

土

分析NQ
報告書

版

号

図

番
遺構名

図放掲

載番号
時 期 土器型式等

縄文 S(27003 縄中前 越後 縄文 SB5316 縄中後 加曽利 E
縄文 SQ7003 縄中前 五領ヶ台Ⅱ在地 縄文 SB5316 縄中後 加曽禾JE
縄文 SQ7003 縄中前 (五領ヶ台Ⅱ在地) 縄文 SB5337 縄中後 加曽禾JE
縄文 SQ7003 縄中前 東信 縄文 SB5337 縄中後 圧痕隆帯

縄文 S(17003 縄中前 (北陸 0在地) 縄文 SB5337 縄中後 加曽禾」E
縄文 S(17003 縄中前 (五領ヶ台Ⅱ) 縄文 SB5337 縄中後 力日曽禾JE
縄文 SQ7003 縄中前 五領ヶ台Ⅱ在地 縄文 SB5337 縄中後 カロ曽禾JE
縄文 SQ7003 縄中前 東信 縄文 SB5319 縄中後 力日曽禾JE
縄文 SQ7003 縄中前 深沢 縄文 SB5319 縄中後 圧痕隆帯

縄文 SQ7003 縄中前 北陸 0越後 縄文 SB5319 縄中後 加曽不JE
縄文 SQ7003 縄中前 東信 縄文 SB5319 縄中後 加曽禾りE
縄文 SQ7003 縄中前 縄文 SB5338 縄中後 加曽禾」E
縄文 S(17003 縄中前 深沢 縄文 SB5338 縄中後 力日曽禾JE
縄文 SQ7003 縄中前 深沢 縄文 SK9071 縄中後 曽利

縄文 S(17003 縄中前 浅鉢 縄文 SK9071 縄中後 唐草文

縄文 SQ7003 縄中前 五領ヶ台Ⅱ 縄文 包含層 縄中後 串田新

縄文 SQ7003 縄中前 東信 縄文 X Ⅱla層 縄後前 堀之内 1

縄文 SQ7003 縄中前 東北 縄文 SF7005 縄後前 堀之内 1

縄文 SQ7003 縄中前 浅鉢 縄文 X層 縄後前 堀之内 2

縄文 SQ7003 縄中前 深沢 縄文 K-1層上面 縄後前 堀之内 2

縄文 SQ7003 縄中前 (東信・五領ヶ台Ⅱ) 縄文 更埴 J区 縄晩前 無文

縄文 S(17003 縄中前 東信 縄文 SD7046 縄晩後 大洞 BC関連
縄文 SQ7003 縄中前 五領ヶ台Ⅱ在地 弥生古墳 SD2278 弥中 3期 栗林/壺

縄文 S(17003 縄中前 五領ヶ台Ⅱ在地 弥生古墳 SD2284 弥中期 栗林古

縄文 S(17003 縄中前 深沢 ? 弥生古墳 SD2285 弥中期 栗林古

縄文 S(17003 縄中前 五領ヶ台ⅡO東信 弥生古墳 SD2397 弥中期 栗林/壺
縄文 SQ7003 縄中前 浅鉢 弥生古墳 SD3088 弥中期 栗林直前/壺

縄文 SQ7003 縄中前 深沢 祢生古墳 SK154 弥中期 庄ノ火田

縄文 S(17003 縄中前 (東信) 祢生古墳 BKSⅣaV層 弥前期 遠賀川/壺

縄文 SB5350 1 縄中後 加曽不JE 祢生古墳 SD6057 弥前期 変形工字文

縄文 SB5350 7 縄中後 加曽禾JE 祢生古墳 BKSⅣ V層 弥中期 栗林

縄文 SB5350 縄中後 圧痕隆帯 祢生古墳 BKSSD1038 弥中期 栗林

縄文 SB5350 縄中後 加曽禾JE 祢生古墳 ①区Ⅳb層 弥前期 岩滑式関連条痕文

縄文 SB5350 縄中後 圧痕隆帯 祢生古墳 ②区4b層 弥前期 在地的条痕文

縄文 SB5350 縄中後 大木 祢生古墳 ③a区4b層 弥前期 氷 1/浅鉢
縄文 SB5350 縄中後 大木 祢生古墳 ③a区4b層 弥前期 浮線文

縄文 SB5350 縄中後 大木 祢生古墳 ③a区4b層 弥前期 浮線文

縄文 SB5350 縄中後 圧痕隆帯 祢生古墳 ③a区4b層 弥前期 浮線文

縄文 SB5350 縄中後 大木 祢生古墳 ③a区4b層 弥前期 浮線文

縄文 SB5345 縄中後 大木 祢生古墳 ③a区4b層 弥前期 浮線文

縄文 SB5345 縄中後 加曽禾JE 祢生古墳 ③a区4b層 弥前期 浮線文

縄文 SB5345 縄中後 加曽禾JE 祢生古墳 SK9512 古墳前期 甕 A
縄文 SB5345 縄中後 加曽禾」E 祢生古墳 SK9512 古墳前期 甕 B
縄文 SB5345 縄中後 大木 祢生古墳 SB5042 古墳後期 甕 B

266 縄 文 SB5345 縄中後 大 木 称生古墳 SB5042 古墳後期 甕 A
縄文 SB5345 縄中後 加曽利 E 祢生古墳 SB5097 古墳後期 壺 (甕)F
縄文 SB5345 縄中後 大木 祢生古墳 SB5097 古墳後期 饗 A

272 縄文 SB5345 縄中後 大木 祢生古墳 SB5097 古墳後期 甕 B
縄文 SB5345 縄中後 大木 祢生古墳 SB5097 古墳後期 甕 H
縄文 SB5345 縄中後 力日曽禾JE 弥生古墳 SB5113 古墳前期 有段□縁壺

縄文 SB5345 縄中後 大木 祢生古墳 SB5113 弥生後期末 櫛描饗

縄文 SB5345 縄中後 大木 祢生古墳 SB5136 古墳中期 有段口縁壺

縄文 314 SB5345 縄中後 力日曽禾りE 祢生古墳 SB5136 古墳中期 甕 F
縄文 316 SB5345 縄中後 圧痕・唐草 祢生古墳 SB5136 古墳中期 甕 A
縄文 SB5345 縄中後 圧痕隆帯 祢生古墳 SB5136 古墳中期 甕 B
縄文 SB5316 1 縄中後 力日曽禾JE 弥生古墳 SB5145 古墳前期 甕

縄文 SB5316 縄中後 圧痕隆帯 弥生古墳 SB5160 古前期 士亜

縄文 SB5316 縄中後 力日曽禾JE 弥生古墳 SB6057 古墳中期 甕 F
287 縄文 SB5316 縄中後 圧痕隆帯 弥生古墳 SB6057 古墳中期 饗 B

縄文 SB5316 縄中後 力日曽禾」E 弥生古墳 SK6005 古墳前期 甕 B

長野県立歴史館研究紀要13号 (2007.3)
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屋代遺跡群出土煮沸具の胎土分析 (上 )

注 :「時期」と「土器型式等」は343～ 391は寺内隆夫2000「第10章第 1節中期前葉の土器」ならびに氏からのご教示。334～ 340は百瀬長秀2000「第 6章
2節 2(1)土器 。第 8章第 3節 2(1)土器」『屋代遺跡群縄文時代編』、 1～ 81は百瀬長秀1998「 2章 3節 1土器 。土製品」。鳥羽英継1998「 3章 5節 1
土器・土製品」『屋代遺跡群弥生・古墳編』、201～ 235は鳥羽英継1999「第5章第 1節土器」『屋代遺跡群古代編』、236～ 248は鳥羽英継2000「第 3章古代
2の遺物」『屋代遺跡群古代 2・ 中世 。近世編』を参照して記入した。また、弥生時代以降の甕以外の器種は参考資料として分析し、その場合は器種名

を記入した。

岩
が
分
布
し
、

い
ず
れ
に
も
普
通
輝
石

ｏ
紫
蘇
輝
石
が
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

Ｉ
群
に
該
当
す
る
土
器
　
裾
花
凝
灰
岩
の
特
徴
が
特
に
顕
著
な
Ｉ
群
ｌ

ａ
ｏ
ｌ
ｂ
類
に
該
当
す

る
試
料
は
縄
文
中
期
前
葉
の

「
深
沢
土
器
」
に
始
ま
り
、
後
葉
の
圧
痕
隆
帯
文
土
器
な
ど
が
中

心
で
、
そ
の
後
七
世
紀
末
以
降
の
甕
Ｈ
と
Ｉ
が
該
当
す
る
。

輝
石
を
多
く
含
み
、
こ
れ
を
斑
晶
に
も

つ
安
山
岩
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
Ｉ
群
３
類
の
う
ち
特

に
岩
石
が
多
い
３
ｂ
類
に
該
当
す
る
試
料
は
、
中
期
後
葉

・
後
期
ま
で
計

一
二
点
の
う
ち
半
数

以
上
が
中
期
後
葉
の
大
木
系
土
器
で
あ
る
。
ま
た
、
九
世
紀
の
甕
Ｉ
に
本
類
に
類
似
し
た
胎
土

の
も
の
が
あ
る
。

Ｏ
　
Ⅱ
群
の
胎
土

胎
土
の
特
徴
　
Ⅱ
群
は
黒
雲
母
を
多
数
含
み
、
岩
石
片
自
体
は
少
な
い
こ
と
で
特
徴
づ
け
ら
れ

る
。
Ⅱ
群
ｌ

ａ
類
は
水
冷
割
れ
目
を
も

つ
石
英
や
凝
灰
岩
が
多
く
、
輝
石
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な

い
。
裾
花
凝
灰
岩
は
場
所
に
よ

っ
て
黒
雲
母
の
量
が
異
な
る
た
め

（表
１
）
そ
の
範
疇
と
も
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、
２
類
は
黒
雲
母
の
量
が
著
し
く
多
い
。
割
れ
目
の
あ
る
石
英
を
含
む
も
の

の
、
降
下
テ
フ
ラ
を
起
源
と
す
る
可
能
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
多
量
の
黒
雲
母
を
含
む

火
山
灰
に
は
曙

ロ
ー
ム
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
は
千
曲
川
右
岸
で
も
屋
代

遺
跡
群
東
方
の
生
萱
地
域
で
産
す
る

（図
７
）。
今
後
、
さ
ら
に
広
域
の
現
地
性
の
サ
ン
プ
ル

と
の
淘
汰
の
度
合
い
を
比
較
し
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ⅱ
群
に
該
当
す
る
土
器
　
黒
雲
母
を
含
む
胎
土
は
全
時
期
を
通
じ
て
し
ば
し
ば
現
れ
る
が
、
も

っ

と
も
大
量
に
黒
雲
母
を
含
む
２
類
の
胎
土
は
縄
文
中
期
前
葉
五
領

ヶ
台
式
土
器
と
古
墳
時
代
後

期
の
甕
に
集
中
し
、
１０
世
紀
～
ｎ
世
紀
の
羽
釜
に
も
認
め
ら
れ
る
。

①
　
Ⅲ
群

の
胎
土

胎
土
の
特
徴
　
Ⅲ
群
に
は
深
成
岩
を
含
む
試
料
を

一
括
し
た
。
特
に
１
類
に
は
深
成
岩
を
構
成

す
る
緑
簾
石
と
単
体
で
の
緑
簾
石
が
多
量
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
斜
長
石
と
緑
簾
石
の
中
間
的

な
鉱
物
も
み
ら
れ
る
。
試
料
に
は
通
常
の
花
商
岩

（質
山３

も
含
ま
れ
る
が
、
緑
簾
石

ｏ
石
英

・

斜
長
石
な
ど
か
ら
な
る
深
成
岩
が
多
い
。
緑
簾
石
は
緑
色
片
岩
、
緑
簾
石
角
閃
岩
、
藍
閃
石
片

岩
な
ど
の
変
成
岩
に
広
く
産
出
す
る
と
さ
れ
、
斜
長
石
な
ど
の
熱
水
変
質
の
生
成
物
と
し
て
も

産
出
す
る
。
本
薄
片
で
は
、
岩
片
と
し
て
角
閃
石
と
緑
簾
石
が
組
合
わ
さ
る
こ
と
が
少
な
い
た

胎 土
分析NQ
報告書

版

号

図
番
遺構名

図版掲

載番号
時 期 土器型式等 胎 土

分析NQ
報告書
図取

番号
遺構名

図版掲

載番号
時 期 土器型式等

祢生古墳 SK6005 古墳中期 甕 B 古代 1 SB3034 9世紀 甕 C
古代 1 SB6027 7世紀 甕 H 古代 1 SB6118 9世紀 甕 I

古代 1 SB6119 7世紀 甕 H 古代 1 SB6118 9世紀 甕 I

古代 1 SB6119 7世紀 甕 A 古代 1 SB6002 9世紀 甕 I

古代 1 SB5177 7世紀 甕 H 古代 1 SB3013 9世紀 饗 C
古代 1 SD7056 7世紀 甕 H 古代 1 SB4514 9世紀 甕 C
古代 1 SB5109 7世紀 甕 H 古代 1 SB6118 9世紀 甕 C
古代 1 SB4521 7末 8前 甕 H 古代 1 SB57 9世紀 甕 I

古代 1 SB6053 7 7末 8前 甕 H 古代 1 SB52 9世紀 饗 I

古代 1 SB5079 7末 8前 甕 H 古代 1 SB54 9世紀 甕 I

古代 1 SB6036 8世紀 甕 H 古代 1 SB53 9世紀 甕 C
古代 1 SB6099 7 8世紀 甕 H 古代 1 SB44 9世紀 甕 C

212 古代 1 SB6104 8末 9初 甕 I 古代 1 SB4030 9世紀 甕 C
古代 1 SB6104 8末 9初 甕 I 古代 2 SB827 10世紀 饗 I

古代 1 SB5037 8末 9初 甕 I 古代 2 SB810 10世紀 甕 I

古代 1 SB9011 8末 9初 甕 C 古代 2 SB843 10世紀 甕 I

216 古代 1 SB9011 2 8末 9初 甕 C 古代 2 SB806 10世紀 小甕 D
古代 1 SB9011 8末 9初 甕 C 古代 2 SB9054 5 10世紀 饗 I

古代 1 SB9081 9世紀 甕 I 古代 2 SB9035 10世紀 甕 I

古代 1 SB73 5 9世紀 甕 I 古代 2 SB9033 10世紀 甕 I

古代 1 SB126 9世紀 甕 I 古代 2 SB3022 10末 11 1可名餞

古代 1 SB9012 9世紀 甕 C 古代 2 SB23 11世紀 ]刀金餞

古代 1 SB5044 7 9世紀 甕 C 古代 2 SB105 11世紀 可可金餞
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古墳時代の各時期 19点 古代～中世の各時期 45点  *注のないものは全て理

水 5
S期
終 /
末箱
期清

9。 10。

11・ 12期

2181、 2251

48有段
口縁壺、
50甕 A、

51甕 B

42甕 H
(「緑簾石岩」
は少数。大

型石英多)

2241、 227C、

229C、 234C、

235C

44東海有

段口縁壺

在地的
な条痕

文 12

39壺 (甕)F



屋代遺跡群出土煮沸具の胎土分析 (上 )

表 3 屋代遺跡群出土煮沸具の胎土分析結果の概要

特

徴

群 類

鉱
物
／
岩
石
量
比

た
だ
し
中
以
上

鉱 物 の 概 要

小

大

0 25mm未満、中 :025～ 0 5allll未 満程度、
0.25～ 0.75mm未満程度、巨大 :0 75null以 上

山石 石 の 概 要

縄文時代の各時期 82点

中期前葉

(29点 )
中期後葉 (47点 )

後期

(4点 )

五領ヶ台 ] 2期 3期 4期
前葉/
堀ノ内

石
英
が
多
く

岩
石
で
は

流
紋
岩
主
体

I 1
鉱物 >
岩石

巨大な石英多 く水冷割れ目が顕著。発泡 した流紋岩質凝灰
岩あり。斜長石、角閃石多い。輝石が殆ど無い。

流紋岩・凝灰岩・堆積岩

加
圧

圧
263カロ

293加、
296加、
297圧

I 1
鉱物 >
岩石

巨大な石英多 く水冷割れ目もつ点でlaと 同様だが、微細
サイズ少ないことで分けた。アルカリ長石、黒雲母を少量

含むが輝石は殆ど無い。

流紋岩・凝灰岩 。花向岩 368深
253圧、
257大

283圧

石
英
が
多

い
も
の
と

斜
長
石
が
多

い
も
の

の
中
間
的
様
相

I 妙栃

石英がやや多いが、割れ目が少なく、サイズも小さく中程

度。角閃石多いが輝石は殆どないものと、少量輝石を含む

ものがある。パーサイ トの見 られるアルカリ長石を含むも
のもある。更に細分される。 (ただし14は 巨大石英多 く、2

8と ともに黒雲母多 く含む。)

流紋岩、凝灰岩が多 く、発泡 した部分も目立つ。安
山岩、チャー ト、ホルンフェルス、石英脈、黒曜岩、

各種堆積岩等の有無や量によって細分される。

357深 289加

291加、
292圧、
294カ Il

I
鉱物 >
岩石

石英 ,斜長石が多 く、角閃石、輝石、黒雲母、粘土鉱物等
を含む。輝石の種類等により細分される。

赤色の鉄鉱類が多数含まれる点で特徴的。火山岩片、
ホルンフェルス、石英脈を含む。 (237・ 220は 火山

岩石基、380は ビッチス トーン含む。)

351東、380五 288加 295加

で斜
は長
安 石
山多
岩 く
主
｀

体岩
石

I
鉱物 >
岩石

石英より斜長石が多 く、角閃石 。輝石 もやや多い。黒雲母、
粘土鉱物の量で、更に細分可能。

安山岩・流紋岩 。凝灰岩 。堆積岩等 304曽

261大、
275加、
276大 、
286加

弧
０
連
３０
加

334堀 1、

336堀 2

I
鉱物≒

岩石

石英より斜長石が多く、やや輝石が多い。発泡した流紋岩
質凝灰岩少量。沸石。方解石など特殊鉱物により細分可能。

安山岩 (かんらん石斑晶あり、黒色ガラス)。 流紋
岩・変成岩・石英多結晶・ ホルンフェルス (271・ 2
72・ 273に特に多い)、 チャー ト、変質火山岩含む。
3aは鉱物主体であるのに対 し本類が岩石が多い。
安山岩の大きさと斑晶鉱物の種類から更に細分可能。

加
大

大

大

265大、
266大、
272大、
273大、
280加、
282圧 、
287圧

335堀 1

k山 ガラ
ス多い

1 4
鉱物 >
岩石

石英、斜長石、パーサイ トカリ長石多い。酸化角閃石、粘
土鉱物等目立つ。全体に微細。

火山ガラスが多い。流紋岩、安山岩、発泡 した流紋
岩質凝灰岩 も多い。

279大

黒
雲
母
が
多
い

] 1

鉱物 >
岩石

幅0.05mm未満の黒雲母、巨大な石英が多 く、斜長石とともに

顕著な水冷割れ目をもつ。パーサイ トカリ長石含むが、輝
石はほとんど無 し。

流紋岩・凝灰岩

(ただし14と 28は割れ目少なく輝石を含む)

361深、362深、
390深

264カロ 299加

] 1

鉱物 >
岩石

幅0.05mul未満の黒雲母、中形の石英が多いが割れ日は少な

く、爆砕形。燈色小型の粘土鉱物あり。輝石含まれるがそ
の量差により細分可能。

安山岩少
343越 、348北・

在、358北 ,越、
366東北、387浅

305唐

Ⅱ 2
鉱物 >
岩石

幅が0.25mln以上 (1類の倍以上)の大形の黒雲母をまんべ
んなく大量に含む。大形の石英・斜長石を多数含む。割れ
目が顕著なものが多い。角閃石を含む。(245は黒雲母が細
かく粘土と一体化している)

堆積岩少

344五 、345五

349五、350五
365東、372東

五、373東、
375五、391東

Ⅱ 3
鉱物 >
岩石

黒雲母は0 025Eul未 満が中心。石英より斜長石が多 く、無

色鉱物が全体に多い。斜長石は累帯構造が顕著。角閃石、
輝石やや多い。

火山岩少
347東、359東、
3861i

深
成
岩
を

含
む

1
鉱物 <
岩石

緑廉石、緑廉石化 した斜長石、斜長石、角閃石、輝石、黒

雲母を含む。
緑廉石斑品の「緑廉石岩」多量。母岩には花同岩、石
英脈があると推測される。量比によって細分される。

270加

(「緑簾

石岩」
は少数〕

鉱物≒

岩石

英

能

石

可
斜長石、アルカリ長石を含む。黒雲母によって細分 花同岩類を含むものを一括した。斑晶鉱物や火山岩

の有無や量比によって細分可能。
364五 、367浅 290加

変
成
岩
的
特
徴
が
み
ら
れ
る

Ⅳ 1
鉱物 <
岩石

黒雲母、白雲母、輝石が多い。斜長石は石英より多い
大～巨大の片理の明確な石英片岩、ホルンフェルス

を多 く含む。共伴する深成岩、火山岩の量によって

細分可。

363浅鉢

Ⅳ
鉱物 <
岩石

石英、斜長石多 く、後者は一部変質。アルカリ長石、角閃
石 。輝石・黒雲母・ 白雲母は少量。全体に砂の大きさ揃い、
角が丸い。

03■■程度に大 きさの揃ったホルンフェルスを多 く

含み、片理のある石英片岩 も少数。火山岩 も多い。

Ⅳ
鉱物 >
岩石

白雲母・黒雲母が多量に満遍なく含まれる。斜長石、角閃
石、輝石、緑廉石あり。鉱物は最大でも0.3allll未 満でⅣ 2

aよ り細かい。

ホルンフェルスがやや多く、知成の程度が弱い。チャー

ト、堆積岩を含む。

Ⅳ
鉱物≒

岩石
岩石と同サイズの石英、斜長石、パーサイ トのアルカリ長
石、少数の角閃石・輝石を含む。

中程度のホルンフェルスが多 く角が丸いが、片理が
1ほ ど明確なものはない。深成岩・火山岩の量比で
細分可能。

381深 251加
271大、
285圧

鉱
物
の
粒
径
が

揃

っ
て
い
る
も
の

V
鉱物 >
岩石

石英、斜長石、アルカリ長石、黒雲母を少量含むが鉱物は

少ない。0.025mm程 度の微細な軽鉱物が少なく、中以上で
やや揃 っている。

大以上の安山岩多く (輝石斑晶、黒色ガラスロ立つ)、
深成岩 。ホルンフェルスも含む。

306串
301加 、
302加

337堀 2

V l
鉱物≒

岩石

岩石と同サイズの石英、斜長石、輝石、パーサイ トのアル

カリ長石を含む。微細鉱物、小サイズとも殆どなし。

0 3nllll程 度に大 きさの揃 った石英片岩ホルンフェル
ス、チャー トが多い。火山岩、深成岩を少数含む。

284カ咽

V lc
鉱物 <
岩石

石英・斜長石などの鉱物を殆ど含まない。土器片を割 って

混ぜたような異質箇所あり。殆どがガラス、プラントオパー

ル含む粘土部分。カンラン石あり。

大サイズの輝石安山岩多数あり。

含
有
さ
れ
て
い
る

岩
石
鉱
物
が

特

に
微
細
な
も
の

V
鉱物 <
岩石

05～ lnull程度の石英・斜長石、黒雲母、角閃石が少数。そ
の他は0.05mm未満の微細鉱物のみ。

巨大赤褐色岩片多 く 12bに類似するが、火山岩は
含まない。

V 2
鉱物 >
岩石

斜長石小片多 く、白雲母、角閃石を少数含む以外は有色鉱
物なし。

大型変質火山岩を 1つ含むのみ。

V
鉱物 >
岩石

斜長石多く、玄武角閃石やや多い。角閃石、輝石を含むが、
有色鉱物少ない。

安山岩少数

(注)時期区分は注 1の各報告書参照。No.は 表 2の胎土分析に同じ。
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め
、
緑
簾
石
角
閃
岩
と
は
積
極
的
に
は
い
え
な
い
。
ま
た
岩
片
が
か
な
り
細
か
く
砕
け
て
い
て

片
理
の
発
達
が
確
認
で
き
な
い
た
め
緑
色
片
岩
と
も
記
載
で
き
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
緑

簾
石
が
大
量
に
含
ま
れ
る
と
い
う
特
徴
を
も

っ
て

「緑
簾
石
岩
」
と
標
記
し
た
。
他
に
斜
長
石

。

石
英

・
黒
雲
母

。
沸
石
な
ど
を
含
む
。
角
閃
石
は
同

一
薄
片
に
は
入

っ
て
い
る
が
単
体
で
存
在

し
て
い
る
。
屋
代
遺
跡
群
近
隣
に
は
変
成
岩
帯
は
な
い
が
、
熱
水
変
質
を
受
け
た
第
二
紀
層
は

複
数
存
在
す
る
。
松
代
町
豊
栄
～
赤
柴
付
近
に
分
布
す
る
豊
栄
部
層
の
変
質
火
山
岩
類
が
起
源

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
緑
廉
石
が
蛭
川
で
採
取
さ
れ
た
と
の
報
告
も
あ
る
。
ま
た
長
野
市
東
寺

尾
の
北
平
１
号
墳
や
北

へ
二
付
携
の
村
東
山
手
遺
跡
出
土
土
器
に
緑
簾
石
が
少
量
含
ま
れ
て
い

る
。
蛭
川
の
上
流
に
は
松
代
焼
で
使
わ
れ
た
良
質
な
粘
土
の
産
地
で
あ
る

「
立
石
」
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

Ⅲ
群
に
該
当
す
る
土
器
　
Ⅲ
群
１
類
の
胎
土
は
主
に
弥
生
時
代
以
降
に
出
現
す
る
。
は
じ
め
は

浮
線
文
の
甕
、
中
期
に
な

っ
て
栗
林
式
土
器
の
壺
の
胎
土
、
古
墳
時
代
に
は
各
種
甕
の
胎
土
と

な
り
、
古
代
八
世
紀
の
甕
Ｈ
ま
で
連
続
す
る
。

“
　
Ⅳ
群
の
胎
土

胎
土
の
特
徴
　
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
や
石
英
片
岩
を
主
体
的
に
含
む
も
の
を
Ⅳ
群
と
す
る
。
ホ
ル

ン
フ
ェ
ル
ス
が
大
型
の
も
の
を
１
類
、
小
型
の
も
の
を
３
類
、
小
サ
イ
ズ
で
石
英
や
他
の
岩
片

の
粒
径
が
揃
い
、
混
和
材
を
研
磨
し
た
か
の
よ
う
に
角
が
丸
い
も
の
の
う
ち
、
鉱
物
単
体
で
雲

母
類
が
少
な
い
も
の
を
２

ａ
類
、
多
い
も
の
を
２
ｂ
類
と
し
た
。
石
英
が
モ
ザ
イ
ク
状
に
組
み

合
う
も
の
で
片
理
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
石
英
片
岩
と
記
載
し
て
い
る
。

Ⅳ
群
に
該
当
す
る
土
器
　
２

ａ
ｏ
２
ｂ
類
の
ほ
と
ん
ど
は
古
代
の
甕
Ｃ
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

６
　
Ｖ
群
の
胎
土

胎
土
の
特
徴
　
含
有
さ
れ
て
い
る
岩
石

。
鉱
物
の
粒
径
が
揃

っ
て
い
た
り
、
大
型
と
小
型
の
粒

径
差
が
顕
著
で
あ
る
た
め
、
砂
分
に
乏
し
い
粘
土
の
採
集
や
、
人
為
的
な
飾
い
分
け
が
予
想
さ

れ
る
も
の
を

一
括
し
た
。
特
徴
に
よ
り
細
分
さ
れ
る
。

Ｖ
群
に
該
当
す
る
土
器
　
微
細
な
軽
鉱
物
が
少
な
く
、
中
以
上
の
粒
径
か
ら
成
る
ｌ

ａ
、
ｌ
ｂ

類
は
主
に
縄
文
時
代
、
逆
に
粒
径
が
小
さ
い
２
類
は
古
墳
時
代
以
降
の
土
器
が
主
に
該
当
す
る
。

四
　
分
析
結
果
の
予
察

１
　
屋
代
遺
跡
群
に
お
け
る

「
在
地
胎
土
」

①
　
胎
土
の
連
続
性
と

「
在
地
胎
土
」

今
回
の
分
析
試
料
で
は
、
縄
文
時
代
か
ら
古
代
ま
で
全
く
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
連
続
性
を

も

っ
た
群

。
類
は
特
に
存
在
し
な
か

っ
た
。
た
だ
、
裾
花
凝
灰
岩
の
特
徴
を
有
す
る
と
い
う
点

で
は
括
ら
れ
る
Ｉ
群
１
類

（水
冷
割
れ
日
）
と
２
ａ
類

（流
紋
岩
。
凝
灰
］し

を
合
わ
せ
た
場
合
、

こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
通
時
的
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
該
当
す
る
土
器
も
、
縄
文

時
代
で
は
地
元
で
製
作
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
圧
痕
隆
帯
文
が
多
く
、
七
世
紀
以
降
は
在
地

甕
の
Ｈ
や
Ｉ
で
あ

っ
た
点
か
ら
も
、
こ
れ
ら
が

「
在
地
胎
土
」
で
あ
る
こ
と
を
補
強
す
る
。
ま

た
、
黒
雲
母
を
多
く
含
む
と
い
う
点
で

一
つ
に
括
ら
れ
る
ｌ

ａ
ｏ
ｌ
ｂ

ｏ
２

ｏ
３
類
を
合
わ
せ

る
と
Ⅱ
群
の
胎
土
も
や
は
り
通
時
的
に
存
在
す
る
と
い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
Ｉ
群
３
類
は
縄
文
時
代
以
降
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
。
安
山
岩
地
域
の
粘

土
産
地
か
ら
採
れ
た
粘
土
が
松
代
焼
ほ
ど
の
高
温
焼
成
に
耐
え
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に

縄
文
時
代
以
降
の
焼
き
物
の
焼
成
も
可
能
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
継
続
し
て
い
な
い
。
逆

に
主
に
弥
生
時
代
以
降
に
出
現
し
、
古
代
八
世
紀
ま
で
継
続
す
る
の
が
す
る
の
が
Ⅲ
群
、
八
世

紀
末
～
九
世
紀
以
降
に
限
定
さ
れ
る
の
が
Ⅳ
群
２
類

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
大
き
な
括
り
の
上
で
は
通
時
的
に
存
在
す
る
胎
土
が
抽
出
さ
れ
る
反
面
、
縄
文

時
代
、
弥
生
～
八
世
紀
、
八
世
紀
末
～
九
世
紀
以
降
と
い
う
よ
う
に
短
期
的
に
使
わ
れ
た
胎
土

も
確
認
さ
れ
た
。

②
　
千
曲
川
両
岸
の
素
地
土
産
地

屋
代
遺
跡
群
を
中
心
に
二
付
悦
の
円
を
描
く
と
北

に
千
曲
川
の
湿
地
堆
積
物
、
後
背
湿
地
堆

積
物
、
南
と
東
に
黒
色
頁
岩
か
ら
な
る
砕
屑
岩
相
を
主
体
と
し
た
別
所
層
や
、
黒
雲
母
を
含
む

デ
イ
サ
イ
ト
凝
灰
岩
の
森
部
層
、
別
所
層
に
貫
入
し
た
石
英
閃
緑
岩
、
黒
雲
母
を
多
量
に
含
む

粘
土
が
発
見
さ
れ
た
生
萱
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
か

つ
て
瓦
用
の
粘
土
が
採
取
さ
れ
た

「
屋
代
た

ん
ぼ
」
と
い
わ
れ
る
水
田
域
の
全
て
は
こ
の
後
背
湿
地
に
属
す
る
。
こ
の
後
背
湿
地
中
に
は
、
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千
曲
川
支
流
の
沢
山
川
な
ど
が
上
流
か
ら
運
ん
だ
地
質
構
成
物
と
と
も
に
、
後
述
す
る
千
曲
川

両
岸
に
広
が
る
新
第
二
紀
層
の
堆
積
物
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

五
付
加
圏
に
は
千
曲
川
左
岸
の
裾
花
凝
灰
岩
、
聖
山
安
山
岩
、
桑
原
火
山
岩
が
含
ま
れ
、
松

代
焼
の
粘
土
の
産
地
を
現
地
名
と
照
合
で
き
る
と
す
れ
ば
長
野
市
柳
沢
、
有
旅
、
岡
田
が
入
る
。

右
岸
で
は
別
所
層
の
輝
石
安
山
岩
質
溶
岩
が
含
ま
れ
る
。

一
〇
付
加
圏
に
な
る
と
右
岸
の
奇
妙
山
火
山
岩
、
皆
神
山
火
山
岩
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
松

代
焼
の
窯
や
須
恵
器
の
窯
が
営
ま
れ
た
天
王
山

（松
代
町
東
条
）
や
寺
尾

（松
代
町
東
寺
尾
）
が

こ
の
圏
内
に
含
ま
れ
る
。　
一
〇
付
携
と
い
う
範
囲
は
狩
猟
採
集
民
の
、
五
付
悦
は
農
耕
な
ど
に

よ

っ
て
定
住
し
た
人
び
と
の
、
日
常
行
動
圏
で
、
先
史
時
代
に
お
い
て
は
主
要
集
落
と
集
落
の

間
隔
は
後
者
に
近
似
す
る
と
分
析
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
範
囲
を
集
落
の
住
人
が
日
常
的
に
行
動

す
る
領
域
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

厳
密
に
は
砂
と
粘
土
の
供
給
地
は
完
全
に

一
致
し
な
い
と
し
て
も
、
今
回
分
析
を
お
こ
な

っ

た
土
器
の
Ｉ
群
と
Ⅱ
群
の
胎
土
の
多
く
は
五
付
悦
圏
内
で
採
取
し
た
粘
土
と
砂
を
使

っ
て
つ
く

ら
れ
た
と
し
て
矛
盾
は
な
い
。
た
だ
同
じ
五
付
悦
圏
と
は
い
っ
て
も
左
岸

へ
粘
土
採
取
に
赴
い

た
場
合
、
千
曲
川
を
ど
の
よ
う
に
越
え
た
か
が
問
題
に
な
る
。
松
代
焼
の
場
合
は
、
左
岸
の
粘

土
は
千
曲
川
を
渡
し
舟
で
渡
り
、
右
岸
の
松
代
地
域
の
工
房
や
窯

へ
と
供
給
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
む
し
ろ
千
曲
川
が
運
搬
手
段
に
な

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

古
代
の
行
政
区
分
で
は
屋
代
遺
跡
群
を
含
む
千
曲
川
右
岸
地
域
は
埴
科
郡
に
属
す
る
。
埴
科

の
埴

（
ハ
こ

は

「
赤
黄
色
の
粘
土
」
の
意
味
と
い
わ
れ
、
古
来
良
好
な
土
を
産
出
し
た
こ
と

に
繋
が
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
今
回
の
胎
土
分
析
の
結
果
や
須
恵
器
窯
、
松
代
焼
の

粘
土
の
傾
向
か
ら
は
、
埴
科
郡
だ
け
で
は
な
く
更
科
郡
に
も
か
な
り
良
好
な
粘
土
が
あ
り
、
こ

れ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
千
曲
川
を
障
害
と
せ
ず
、
埴
科
郡
域
だ
け
で
は
な
く
、

更
科
郡
域

へ
も
粘
土
を
採
り
に
行

っ
た
屋
代
遺
跡
群
の
人
び
と
の
姿
が
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
。

２
　
屋
代
遺
跡
群
出
土
土
器
の
特
徴
的
な
胎
土

①
　
「緑
簾
石
岩
」
を
含
む
土
器
の
動
向

「
在
地
胎
土
」
が
予
想
さ
れ
な
が
ら
現
時
点
で
は
確
定
で
き
な
い
の
が
Ⅲ
群
で
あ
る
。
緑
廉

石
を
含
む
Ⅲ
群
は
弥
生
時
代
前
期
に
始
ま
り
古
代
ま
で
継
続
す
る
。
特
に
弥
生
時
代
以
降

一
貫

し
て
出
現
す
る
の
が
Ⅲ
群
１
類
で
あ
る
。
在
地
製
作
と
さ
れ
て
き
た
栗
林
式
は
揃

っ
て
こ
の
群

に
含
ま
れ
て
い
る
。
屋
代
遺
跡
群
で
は
弥
生
時
代
に
な

っ
て
な
ぜ
突
如
こ
の
特
異
な
胎
土
の
土

器
が
出
土
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

弥
生
時
代
中
期
、
千
曲
川
流
域
に
は
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
。
松
原
遺
跡
と
い
う
巨
大
集

落
の
出
現
や
鉄
製
品
の
流
入
、
磨
製
石
斧
や
黒
曜
石
製
石
器
に
み
ら
れ
る
分
業
体
制
の
確
立
で

あ
る
。
ま
た
長
野
市
塩
崎
遺
跡
群
伊
勢
宮
遺
跡
や
篠
ノ
井
遺
跡
群
出
土
の
人
骨
な
ど
に
は
大
陸

か
ら
の
渡
来
人
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
土
器
の
製
作
に
関
し
て
も
、
大
陸
か
ら
の
覆
い

焼
の
技
術
の
伝
来
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
様
ざ
ま
な
動
き
の
な
か
で
土
器
づ
く
り

に
も
な
ん
ら
か
の
変
化
が
起
こ
り
、
例
え
ば
新
し
い
土
器
に
見
合
う
粘
土
が
再
調
査
さ
れ
た
り
、

大
集
落
で
の
近
隣
の
資
源
を
活
用
し
て
の
集
中
的
な
土
器
づ
く
り
が
お
こ
な
わ
れ
た
な
ど
の
推

測
も
可
能
と
な
ろ
う
。
縄
文
時
代
以
来
連
綿
と
同
じ
地
に
足
跡
を
残
し
て
き
た
屋
代
遺
跡
群
の

人
び
と
も
、
弥
生
前
期
に
は
稲
作
を
模
索
し
、
や
が
て
中
期
栗
林
期
に
は
後
背
湿
地
の
開
田
に

乗
り
出
し
て
い
る
。
生
業
の
変
化
と
と
も
に
弥
生
土
器
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
お
こ
な

っ
た

結
果
、
こ
れ
ら
の
土
器
が
な
ん
ら
か
の
形
で
屋
代
遺
跡
群
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
の
形
の
追
求
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

②
　
「武
蔵
甕
」
の
動
向

古
代
の
土
師
器
で
は
、
煮
炊
具
に
は
食
器
以
上
の
地
域
性
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

特
に
八
世
紀
中
葉
に
生
産
体
制
の
大
き
な
画
期
が
あ
り
、
甲
斐
国
内
に
広
く
分
布
す
る

「
甲
斐

型
土
器
」
甕
や
東
信
地
域
の

「
武
蔵
甕
」
が
定
型
化
す
る
。
「
武
蔵
甕
」
は
北
武
蔵

・
上
野
か

ら
信
濃
の
東
信
と
分
布
範
囲
が
広
く
、
器
壁
が
薄
く
な
る
な
ど
の
技
術
革
新
と
と
も
に
定
型
化

の
度
合
い
を
増
す
と
い
わ
れ
て
い
る
。
規
格
化
し
た
製
品
の
流
通
か
ら
こ
の
時
期
に
村
落
よ
り

広
い
ま
と
ま
り
を
も

つ
専
業
的
な
生
産
体
制
が
整

っ
て
い
っ
た
と
も
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

屋
代
遺
跡
群
の
古
代
の
甕
は
外
面
が
縦
削
り
調
整
の
長
胴
甕
で
古
墳
時
代
以
来
の
伝
統
的
器

種
で
あ
る
甕
Ｈ
、

ロ
ク
ロ
整
形
で
体
部
下
半
を
中
心
に
ケ
ズ
リ
調
整
す
る
甕
で
北
陸
地
方
に
系

譜
が
辿
れ
砲
弾
甕
と
よ
ば
れ
る
タ
イ
プ
で
あ
る
甕
Ｉ
、
そ
し
て
ケ
ズ
リ
調
整
は
甕
Ｈ
と
同
様
だ

が
、
甕
Ｈ
に
比
べ
て
器
壁
が
薄
く
古
墳
時
代
か
ら
の
長
胴
甕
消
滅
後
甕
Ｉ
と
と
も
に
煮
炊
き
具

屋代遺跡群出土煮沸具の胎土分析 (上 )
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の
主
流
に
な
る
甕
Ｃ

（武
蔵
饗
）
か
ら
な
る
。

こ
の
う
ち
饗
Ｉ
は
須
恵
器
の
影
響
下
で
北
陸
と

の
工
人
の
交
流
に
よ

っ
て
成
立
し
、
や
が
て
在
地
の
伝
統
的
な
器
種
で
あ
る
甕
Ｈ
に
代
わ
り
主

流
に
な
る
と
さ
れ
る
。

胎
土
分
析
の
結
果
で
は
、
甕
Ｈ

ｏ
Ｉ
に
は
縄
文
時
代
か
ら
連
続
す
る
裾
花
凝
灰
岩
の
特
徴
を

有
す
る
Ｉ
群
ｌ

ａ
ｏ
２

ａ
類
胎
土
の
範
疇
で
捉
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
在
地

で
つ
く
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
特
に
甕
Ｉ
で
は
技
術
の
伝
播
と
い
う
側
面
が
あ
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

甕
Ｃ
は
明
ら
か
に
こ
れ
ら
と
は
胎
土
が
異
な
る
。
石
英
片
岩
、
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
と
い
っ
た

変
成
岩
を
多
く
含
み
、
さ
ら
に
砂
の
粒
径
が
そ
ろ

っ
て
い
る
点
な
ど
は
、
縄
文
時
代
以
来
の
屋

代
遺
跡
群
の
在
地
土
器
の
胎
土
の
伝
統
か
ら
大
き
く
外
れ
る
。
特
に
甕
Ｃ
が
例
外
な
く
す
べ
て

こ
の
胎
土
に
合
致
す
る
こ
と
は
、
定
型
化
さ
れ
た
搬
入
品
と
い
う
推
測
を
補
強
す
る
。
も
し
こ

れ
ら
が
三
波
川
変
成
帯
を
起
源
と
す
る
な
ら
ば
、
群
馬
、
埼
玉
の
ど
こ
か
の
三
波
川
変
成
帯
地

域
の
生
産
地
で
つ
く
ら
れ
、
そ
れ
が
東
信
か
ら
屋
代
遺
跡
群
を
含
む
北
信
地
域

へ
搬
入
品
さ
れ

た
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
今
後
屋
代
遺
跡
群
以
南
小
県

・
南
北
佐
久
郡
内
の
甕
の

胎
土
分
析
を
お
こ
な
い
、
広
域
的
に
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

お

わ

り

に

最
後
に
今
回
の
胎
土
分
析
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
成
果

（①
～
③
）
を
あ
げ
た
い
。

①
屋
代
遺
跡
群
の
人
び
と
の
素
地
土
採
取
領
域
は
遺
跡
か
ら
二
～
五
付
悦
圏
に
想
定
さ
れ
る
。

②
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
緑
簾
石
を
多
く
含
む
特
徴
的
な
胎
土
の
土
器
が
出
現
す
る
。

③
古
代
の
甕
Ｃ

（「武
蔵
甕
し

は
極
地
的
に
つ
く
ら
れ
た
搬
入
品
の
可
能
性
が
高
い
。

今
回
は
屋
代
遺
跡
群
出
土
の
煮
沸
具
を
選
択
し
、
顕
微
鏡
観
察
に
よ

っ
て
定
性
的
な
分
類
を

お
こ
な
い
、
特
徴
的
な
胎
土
に
つ
い
て
の
み
論
じ
た
。
今
回
言
及
し
な
か

っ
た
胎
土
細
部
の
特

徴
に
つ
い
て
は
別
稿
で
具
体
的
に
解
説
し
た
い
。

従
来
胎
土
分
析
は
時
期
を
限
定
し
、
そ
の
な
か
で
異
な
る
土
器
型
式
の
土
器
の
分
析
か
ら
搬

入
品
を
特
定
す
る
と
い
っ
た
方
法
が
主
流
で
あ

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
で
は
そ
の
集
落
の

人
た
ち
が
常
用
し
て
い
た
素
地
土
が
ど
れ
で
あ
る
の
か
さ
え

つ
か
み
に
く
い
。
そ
し
て
常
用
し

て
い
た
素
地
土

で
つ
く

っ
た
土
器
、

つ
ま
り

「
在
地
胎
土
」

の
土
器
が
ど
れ
で
あ
る
か
確
定

で

き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
か
ら
外
れ
る
も

の
を

「搬
入
品
」
と
言

い
き
る
こ
と
さ
え
厳
密

に
は
難
し

い
。
地
道

で
遠
大
な
作
業

で
は
あ
る
が
、
拠
点
的

な

一
つ
の
遺
跡
を
抽
出
し
、
「
在
地
胎
土
」

に
今
後
も

こ
だ
わ

っ
て
い
き
た
い
。

注１
　
（財
）
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
２３
長
野

県
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
』

一
九
九
六
年
。

長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
同
２５
　
更
埴
条
里
遺
跡

。
屋
代
遺
跡
群

―
弥
生

ｏ
古
墳
編
―
』

一
九
九
八
年
。

同

『
同
２６
　
更
埴
条
里
遺
跡

ｏ
屋
代
遺
跡
群

―
古
代
編
―
』

一
九
九
九
年

同

『
同
２４
　
更
埴
条
里
遺
跡

。
屋
代
遺
跡
群

―
縄
文
時
代
編
―
』
二
〇
〇
〇
年

同

『
同
２７
　
更
埴
条
里
遺
跡

・
屋
代
遺
跡
群

―
古
代
２

ｏ
中
世

・
近
世
編
―
』
二
〇
〇
〇
年

同

『
同
２８
　
更
埴
条
里
遺
跡

ｏ
屋
代
遺
跡
群

―
総
論
編
―
』
二
〇
〇
〇
年

以
下

『屋
代
遺
跡
群
総
論
編
』
等
と
略
す
。

２
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
屋
代
遺
跡
群
の
調
査
報
告
時
に
通
時
的
な
文
化
領
域
や
、
「特

に
在
地
土
器
に
つ
い
て
、
通
史
的
に
生
産
地
や
粘
土

・
混
和
材
の
供
給
元
」
（寺
内
隆
夫

「
第
５
章
第

９
節
交
易
と
流
通
関
連
資
料
」
『
屋
代
遺
跡
群
総
論
編
』
二
〇
〇
〇
年
）
の
追
求
を
目
的
と
し
、
三
〇

〇
枚
の
胎
土
分
析
用
の
薄
片
を
製
作
し
、
そ
の
概
要
の
報
告

（建
石
徹

・
水
沢
教
子

「
３
縄
文
中
期

土
器
の
胎
土
」
『
屋
代
遺
跡
群
縄
文
時
代
編
』
二
〇
〇
〇
年
）
を
お
こ
な
っ
た
。
報
告
後
は
薄
片
を
長

野
県
立
歴
史
館
で
保
管
し
て
い
る
。
三
〇
〇
枚
の
内
訳
は
縄
文
中
期
前
葉
土
器
五
九
枚
、
縄
文
中
期

後
葉
土
器
八
七
枚

。
石

一
一
枚

。
粘
土

一
〇
枚
、
縄
文
後
晩
期
土
器
七
枚
、
弥
生
土
器

一
九
枚
、
古

墳
時
代
土
師
器
四
五
枚

。
粘
土

一
枚
、
古
代
土
師
器
五
〇
枚

ｏ
粘
土

一
枚
、
比
較
資
料

一
〇
枚
で
今

回
は
こ
こ
か
ら

一
六
六
枚
を
選
択
し
、
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
河
西
学
は
岩
石
学
的
手
法
に
よ
る

「在
地
」
を

「土
器
の
出
土
し
た
遺
跡
を
固
定
点
と
し
て
、
遺

跡
が
属
す
る
地
質
単
位
の
分
布
範
囲
」
と
定
義
し
て
い
る
。
た
だ
そ
の
場
合

「河
川
流
路
の
頻
繁
な

変
遷
や
風
成
堆
積
物
の
広
範
な
分
布
な
ど
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
地
質
単
位
が
変
化
し
う
る
」
、
明
確
な

基
準
が
あ
る
も
の
の

「境
界
部
分
で
相
対
的
で
あ
い
ま
い
な
概
念
」
と
し
て
い
る

（河
西
学

「土
器

産
地
推
定
に
お
け
る
在
地
」
『帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告
』
九
、　
一
九
九
九
年
）
。
本

稿
で
の

「在
地
胎
土
」
と
は
型
式
学
的
に
在
地
製
作
と
予
測
さ
れ
る
土
器
の
胎
土
の
主
体
を
占
め
、

河
西
の

「在
地
」
の
地
質
由
来
の
素
地
土
を
用
い
て
土
器
を
製
作
し
た
結
果
に
矛
盾
し
な
い
胎
土
と

"
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考
え
て
い
る
。

４
　
地
質
構
成
物
に
は
マ
グ

マ
が
冷
え
て
固
ま

っ
た
火
成
岩
と
、
既
存
の
岩
石
同
士
が
二
次
的
に
他

ヘ

影
響
を
及
ぼ
し
て
で
き
る
変
成
岩
、
そ
し
て
礫

・
砂

・
泥

・
粘
土
な
ど
の
粒
子
が
堆
積
し
、
重
な

っ

た
重
み
で
粒
子
同
士
密
着
し
、
粒
子
の
隙
間
に
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
二
酸
化
ケ
イ
素
が
沈
殿
し
て
さ

ら
に
粒
子
を
結
び

つ
け
て
で
き
た
堆
積
岩
と
い
っ
た
岩
石
が
あ
る
。
た
だ
地
質
構
成
物
に
は
こ
の
他

に
川
や
海
が
運
ん
だ
礫

・
砂

・
泥

・
粘
土
が
固
結
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
堆
積
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
粒
子
が
水
の
中
に
沈
む
速
度
は
粒
径
に
よ

っ
て
決
ま
る
の
で
、
場
所
に
よ

っ
て
粘
土
だ
け

が
沈
殿
し
て
い
る
よ
う
な
層
が
で
き
る
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
層
は
地
質
図
上
は

「
沖
積
層
」
な
ど
ど

記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
ど
の
部
分
に
土
器
づ
く
り
に
適
し
た
粘
土
が
集
中
し
て
い
る
か
読
み
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
第
四
紀
に
な

っ
て
火
山
の
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
各
地
に
火
山
灰
が

降
り
積
も
る
が
、
こ
れ
ら
が
現
在
ど
の
地
点
に
分
布
し
て
い
る
か
も
読
み
取
れ
な
い
。

５
　
生
萱
の
粘
土
に
つ
い
て
は
高
野
弘
太
郎
氏
、
瓦
用
粘
土
に
つ
い
て
は
岡
田
元
瓦
店
に
ご
教
示
い
た

だ
い
た
。
ま
た
長
野
県
立
歴
史
館
建
設
調
査
時
の
粘
土
に
つ
い
て
は
更
埴
市
教
育
委
員
会

『
屋
代
清

水
遺
跡
』

一
九
九
二
年
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

６
　
研
究
を
進
め
る
上
で
の
松
代
焼
調
査
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
宮
下
健
司
総
合
情
報
課
長
、
松
代
焼

の
技
術
に
つ
い
て
は
松
代
陶
苑
小
野
経
弘
専
務
取
締
役

・
北
沢
良
子
氏
、
唐
木
田
又
三
氏
、
あ
ま
か

ざ
り
工
房
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

７
　
松
代
焼
復
興
に
尽
力
し
た
古
川
元
三
郎
の

『
松
代
焼
』
貧

九
七
三
年
）
、
唐
木
田
又
三
の

『
信
州

松
代
焼
』
２

九
九
二
年
）
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

８
　
唐
木
田
又
三

『
信
州
松
代
焼
』
に
よ
る
。

９
　
（社
）
長
野
県
史
刊
行
会

『
長
野
県
史
考
古
資
料
編
　
全
１
巻

（
４
）
遺
構

・
遺
物
』

一
九
八
八
年
、

鳥
羽
英
継

「
第
八
章

一
節
屋
代
遺
跡
群
に
お
け
る
古
代
の
土
器
」
翁
屋
代
遺
跡
群
古
代
編
』

一
九
九

九
年
）
に
よ
る
。

１０
　
裾
花
凝
灰
岩
の
石
英
に
み
ら
れ
る
割
れ
日
は
、
海
底
火
山
が
噴
火
し
た
折
り
に
ま
わ
り
の
海
水
に

よ

っ
て
冷
や
さ
れ
て
生
じ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
割
れ
が
さ
ら
に
進
む
と
石
英
自
体
が
破
片
状
に
割
れ

て
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る

（河
内
晋
平

「
Ｉ
地
形

・
地
質
」
『
長
野
市
誌
　
第

一
一
巻
資
料
編
』
二
〇
〇
〇

年
）
。

こ
の
ほ
か
に
千
曲
市
森

の
沢
山
川
上
流
に
分
布
す
る
森
部
層
も
デ
イ
サ
イ
ト
質
の
凝
灰
岩

で

「
鏡
下
で
は

一
パ
‐筋
前
後
の
破
片
状
の
石
英
や
長
石
の
斑
品
が
卓
越
し

（中
略
）
比
較
的
大
き
な
石
英

斑
晶
は
い
ず
れ
も
不
規
則
な
割
れ
目
が
入

っ
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る

（加
藤
碩

一
・
赤
羽
貞
幸

『
地
域
地
質
研
究
報
告
長
野
地
域
の
地
質
』
地
質
調
査
所
、　
一
九
八
六
年
）
。

ｎ
　
注
１０
の
文
献
、
飯
島
南
海
夫

・
斎
藤
豊
　
「
第
二
章
地
質
」
『
更
級
埴
科
地
方
誌
』
第

一
巻
、　
一
九

六
八
年

‐２
　
水
沢
教
子
　
「
屋
代
遺
跡
群
出
土

『
圧
痕
隆
帯
文
土
器
』
の
胎
土
」
「
長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要
』

第

一
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）
で
、
「
火
山
岩
を
多
く
含
む
土
器
」
と
し
た
も
の
が
該
当
す
る
。

‐３
　
山
辺
邦
彦
が
命
名
し
た
テ
フ
ラ
で

（山
辺
邦
彦

「
２
章
第
５
節

ロ
ー
ム
層
」
『
北
御
牧
村
誌
』
北
御

牧
村
史
編
纂
委
員
会
、　
一
九
九
九
年
）
、
層
厚

一
二
二
肝
、
標
識
地
で
あ
る
千
曲
市
の
曙
峠
に
ち
な
ん

で
名
付
け
ら
れ
た
。
東
御
市
の
八
重
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
御
牧
原
の
中
平
、
布
下
、
立
科
町
の
外
倉
、

望
月
町

（現
佐
久
市
）
観
音
寺
、
小
諸
市
氷
な
ど
で
も
観
察
さ
れ
る
と
し
、
Ａ

ｐ
ｍ
テ
フ
ラ
群

（
ク

リ
ス
タ
ル
ア
ッ
シ
ュ
）
と
同

一
の
も
の
と
し
た
。
Ａ

ｐ
ｍ
テ
フ
ラ
群

（
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ッ
シ
ュ
）
は
、

『
火
山
灰
ア
ト
ラ
ス
』
（
町
田
洋

・
新
井
房
夫
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
と
、
黒
雲
母
を
多
く
含
む
結
晶

質
の
数
層
の
テ
フ
ラ
で
、
「
黒
雲
母
浮
石
Ｂｌ
、
Ｂ２
ヽ
Ｂ３
あ
る
い
は
ク
リ
ス
タ
ル
ア
ッ
シ
ュ
Ｃ‐
、
Ｃ２
ヽ
Ｃ３
ヽ

ま
た
は
大
町
Ａ‐

ｐ
ｍ
、
Ａ２

ｐ
ｍ
ヽ
Ａ３

ｐ
ｍ
な
ど
と
記
載
さ
れ
、
そ
の
後
こ
れ
ら
は
よ
り
上
位
に
あ
る

数
層
の
テ
フ
ラ
を
含
め
て
大
町
Ａ

ｐ
ｍ
テ
フ
ラ
群
」
と
よ
ば
れ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
供

給
源
は
槍

ヶ
岳
北
西
四
付
加
に
あ
る
水
鉛
谷
の
花
同
岩
に
貫
入
し
た
岩
頸
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
噴

出
の
時
期
は
諸
説
が
あ
る
が
、
二
五
万
年
前
前
後
と
い
う
数
値
が
出
さ
れ
て
い
る
。
主
な
鉱
物
は
黒

雲
母
、
角
閃
石
、
斜
方
輝
石
、
石
英
で
あ
る
。

‐４
　
緑
簾
石
を
含
む
変
成
岩
の
産
地
と
し
て
は
、
三
波
川
変
成
帯
が
あ
げ
ら
れ
る
。
三
波
川
変
成
帯
は

中
生
代
の
付
加
帯
の
沈
み
込
み
に
伴

っ
て
形
成
さ
れ
た
低
温
高
圧
の
変
成
帯
で
、
そ
の
後
新
第
二
紀

の
フ
ィ
リ
ピ

ン
海
プ
レ
ー
ト
の
衝
突
に
よ

っ
て
屈
曲
し
た
。
そ
の
た
め
、
三
波
川
変
成
帯
は
、

フ
ォ
ッ

サ
マ
グ
ナ
を
境
に
、
中
央
構
造
線
に
沿

っ
て
伊
那
谷
の
東
側
か
ら
愛
知

・
静
岡
県
境
、
さ
ら
に
志
摩

半
島
か
ら
四
国

へ
と
連
な
る
部
分
と
、
群
馬
県
南
部
か
ら
埼
玉
県
中
部
を
縦
断
す
る
部
分
に
分
か
れ

て
い
る
。
本
試
料
の

「
緑
簾
石
岩
」
は
緑
簾
石
の
他
に
は
石
英

ｏ
斜
長
石
が
含
ま
れ
て
い
る
の
み
で
、

三
波
川
変
成
帯
の
角
閃
岩
な
ど
と
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
飛
騨
変
成
帯
に
も
緑
簾
石

を
含
む

「
曹
長
石
緑
簾
石
ホ
ル
ン
ブ
レ
ン
ド
片
岩
」
（橋
本
光
男

『
日
本
の
変
成
岩
』
岩
波
書
店
、　
一

九
八
七
年
）
が
存
在
す
る
。

‐５
　
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
河
西
学
地
質
研
究
室
長
の
ご
教
示
に
よ
る
。

‐６
　
パ
リ
ノ

・
サ
ー
ヴ

ェ
イ

「栗
林

・
箱
清
水
式
上
器
の
重
鉱
物
分
析
」
（長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
５
　
松
原
遺
跡
弥
生

ｏ
総
論
８
』
二
〇
〇
〇
年
）

に
よ
る
。
ま
た
、
宮
下
健
司
氏
よ
り
河
東
山
地
を
構
成
す
る
閃
緑
岩

の
変
質
、
笹
沢
浩
氏
よ
り
緑
色

凝
灰
岩
の
変
質
に
よ
る
緑
廉
石
化
の
可
能
性
の
検
討
を
ご
指
摘
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
こ
れ
ら
を

調
査

・
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

‐７
　
長
野
市
松
代
東
寺
尾
の
北
平
１
号
墳
出
土
土
器
の
重
鉱
物
の
み
の
胎
土
分
析
に
お
い
て
は
東
海
西

厨
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部
系
ひ
さ
ご
壺
に
緑
簾
石
が

一
五
点
、
在
来
系
高
杯
の
脚
部
に
は
二
八
点
認
め
ら
れ
た

（
パ
リ
ノ
・

サ
ー
ヴ

ェ
イ

「第
３
章
胎
土
分
析
」
「
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
７
　
大
星

山
古
墳
群

ｏ
北
平
１
号
墳
』

一
九
九
六
年
）。

‐８
　
村
東
山
手
遺
跡
出
土
土
器
の
場
合
、　
一
薄
片
二
〇
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
中

一
～
九
点
と
か
な
り
少
な
い

（河
西
学

「
第
４
節
村
東
山
手
遺
跡
出
土
縄
文
土
器
の
胎
土
分
析
」
『
上
信
越
自
動
車
道
埋
蔵
文
化
財

発
掘
調
査
報
告
書
８
　
村
東
山
手
遺
跡
』

一
九
九
九
年
）。
こ
れ
ら
は
緑
簾
石
岩
が
主
体
を
占
め
、
さ

ら
に
花
同
岩
類
が
起
源
と
考
え
ら
れ
る
本
試
料
と
は
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

‐９
　
北
沢
良
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

２０
　
ァ
ー
ノ
ル
ド
の
民
族
例
を
ま
と
め
た
ラ
イ
ス
の
研
究
に
よ
る
と

（「
”
Ｃ
∪
口
Ｚ
Ｏ
口
〓
・
コ
ＨＯ
国

８
鶏

『
”
〇
日
日
口
”
く

＞
Ｚ
＞
ｒ
く
∽
Ｈ∽
』
日
ｒ
の
Ｃ
●
オ
①『２
けく
ｏ
い
０
，
８
”
”
ｏ
”
『Φ∽ｐ
　
一
〓几
八
十
だ
十
）
、　
粘
Ｉ
上

を
採
集
す
る
距
離
は
二
付
加
圏
内
ま
で
に
五
四
絆
が
収
ま
り
、
五
付
焼
圏
内
に
七
六
舒
が
収
ま
り
、

一
〇
付
焼
圏
で
八
八
絆
と
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
粘
土
採
取
地
の
ヒ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
は
半
径
二
付
加
、
グ

レ
イ
ゾ
ー
ン
が

一
〇
付
加
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

２‐
　
赤
沢
威

『採
集
狩
猟
民
の
考
古
学
』
海
鳴
社
、　
一
九
八
三
年
。

２２
　
谷
口
康
浩
は
テ
ィ
ー
セ
ン
多
角
形
か
ら
求
め
た
遺
跡
の
領
域
面
積
を
平
均
五
四
二

五
付
加
、
遺
跡

間
の
距
離
を
半
径
四
■
耳
‐焼
と
し
て
い
る

（谷
□

「縄
文
時
代
中
期
に
お
け
る
拠
点
集
落
の
分
布
と

領
域
モ
デ
ル
」
『考
古
学
研
究
』
第
４９
巻
第
４
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

２３
　
埴
科
郡
役
所
編

『埴
科
郡
史
』

一
九

一
〇
年
、
米
山

一
政

ｏ
森
嶋
稔

「第
二
編
古
代
」
『更
埴
市
史

第

一
巻

古
代

・
中
世
』

一
九
九
四
年
。

２４
　
小
山
岳
夫

「巨
大
集
落
の
出
現
」
（
長
野
県
考
古
学
会
誌
』
８６
、　
一
九
九
八
年
）。

２５
　
茂
原
信
生

ｏ
松
村
博
文

「第
８
節
１
篠
ノ
井
遺
跡
群

（長
野
県
）
出
土
の
人
骨

（弥
生
時
代
～
平

安
時
代
と

（『
中
央
自
動
車
道
長
野
線
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
１６

篠
ノ
井
遺
跡
群
成
果
と
課

題
編
』

一
九
九
七
年
）。

２６
　
小
林
正
史

ｏ
北
野
博
司

。
久
世
健
二

・
小
島
俊
彰

「北
部
九
州
に
お
け
る
縄
文

・
弥
生
土
器
の
野

焼
き
方
法
の
変
化
」
（韓
国
文
化
研
究
振
興
財
団

『青
丘
学
術
論
集
』
第
１７
集
、
二
〇
〇
〇
年
）。

２７
　
寺
内
隆
夫

「第
５
章
発
掘
調
査
資
料
総
論
」
『
屋
代
遺
跡
群
総
論
編
』
二
〇
〇
〇
年
。

２８
　
田
中
正
治
郎
元
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
研
究
員
に
よ
る
と
、
長
野
盆
地
の
弥
生
土
器

は
遺
跡
を
問
わ
ず
断
面
の
岩
石

・
鉱
物
の
肉
眼
観
察
だ
け
で
、
か
な
り
の
確
率
で
吉
田
式

・
栗
林
式

・

箱
清
水
式
を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
型
式
と
胎
土
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
盆
地
内

の
特
定
の
集
落
が
粘
土
採
集
か
ら
土
器
製
作
ま
で
を
担
い
、
各
集
落

へ
分
配
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
。
ま
た
都
出
比
呂
志
は
、
畿
内
の
弥
生
土
器
に
つ
い
て
、
弥
生
土
器
の
胎
土
は
大
和
、
河
内
な
ど

の
旧
制
の
国
毎
も
し
く
は
郡
く
ら
い
の
単
位
で
ま
と
ま
り
、
技
法
や
施
文
方
法
も
旧
制
の
郡
く
ら
い

の
差
が
あ
る
。
弥
生
の
大
集
落
は
旧
制
郡
内
に
二
～
三
個
ぐ
ら
い
の
密
度
な
の
で
、
こ
の
大
集
落
単

位
に
土
器
を
生
産
し
て
い
た
と
す
る

（都
出
比
呂
志

『
日
本
農
耕
社
会
の
成
立
過
程
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
）
。

２９
　
桜
岡
正
信
は
、
武
蔵
型
甕
の
胎
土
は
分
布
域
で
い
ず
れ
も
近
似
し
、
焼
成

・
色
調
に
も
均
質
性
が

あ
り
、
各
地
域
の
在
地
甕
と
は
胎
土
の
共
通
性
が
あ
る
と
は
感
じ
ら
れ
な
い
と
し
、
特
定
地
域
に
お

け
る
大
量
生
産
と
広
域
流
通
を
推
測
し
て
い
る

（桜
岡
正
信

「
武
蔵
甕
に
つ
い
て
―
上
野
地
域
の
生

産
と
流
通
―
」
響
同
崎
市
史
研
究
』
１７
、
二
〇
〇
三
年
）
。

３０
　
鳥
羽
英
継

「
第
８
章
第
１
節
屋
代
遺
跡
群
に
お
け
る
古
代
の
土
器
」
『
屋
代
遺
跡
群
古
代
編
』

一
九

九
九
年
。

３‐
　
山
田
真

一
「第
５
節
甲
信
」
（窯
跡
研
究
会
編

『
古
代
の
土
師
器
生
産
と
焼
成
遺
構
』

一
九
九
七
年
）。

【
付
記
】

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
河
西
学
地
質
研
究
室
長
に
は
岩
石

ｏ
鉱

物
同
定
や
解
釈
に
関
す
る
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
次
の
皆
さ
ん
に
ご
教
示

・
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
あ
ま
か
ざ
り

工
房
、
小
野
経
弘
、
大
竹
憲
昭
、
川
崎
保
、
唐
木
田
又
三
、
北
沢
良
子
、
小
林
正
史
、
小
山
岳
夫
、
笹

沢
浩
、
鈴
木
徳
雄
、
高
野
弘
太
郎
、
田
中
正
治
郎
、
寺
内
隆
夫
、
鳥
羽
英
継
、
福
島
正
樹
、
松
代
陶
苑
、

松
代
古
窯
、
宮
下
健
司

（五
〇
音
順
、
敬
称
略
）

"


